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三

戦
後
の
鞍
山
を
描
く
―
―
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』『
歴
史
の
実
験
』

　
　
　は
じ
め
に

　
五
味
川
純
平
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
人
間
の
條
件
』（
全

六
部
、
三
一
書
房
、
一
九
五
六
～
一
九
五
八
）
に
お
い
て
、
満
洲
の
国

策
企
業
で
あ
っ
た
昭
和
製
鋼
所
で
の
労
務
管
理
と
応
召
後
の
軍
隊
生

活
、
ソ
連
軍
と
の
戦
闘
と
そ
の
後
の
捕
虜
収
容
所
体
験
を
描
い
た
。
五

味
川
自
身
が
投
影
さ
れ
て
い
る
主
人
公
の
梶
は
、
ソ
連
軍
の
収
容
所
を

脱
走
後
、
妻
・
美
千
子
の
元
に
帰
還
で
き
ず
に
死
ぬ
。
一
方
、
五
味
川

は
捕
虜
収
容
所
か
ら
脱
走
し
、
昭
和
製
鋼
所
の
あ
っ
た
満
洲
南
部
の
鞍

山
に
帰
還
し
て
い
る
。

　
五
味
川
が
鞍
山
に
帰
還
し
た
後
の
生
活
を
描
い
た
作
品
は
、『
歴
史

の
実
験
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、『
中
央
公
論
』
の
一
九
五
九
年
一

月
号
～
四
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
。『
人
間
の
條
件
』
に
よ
っ
て
五
味

川
の
名
が
世
間
に
広
く
知
れ
渡
っ
た
の
は
、『
週
刊
朝
日
』
一
九
五
八

年
二
月
十
六
日
号
で
特
集
が
組
ま
れ
て
か
ら
だ
が（
１
）、

同
年
の
う
ち
に
、

『
自
由
と
の
契
約
』
の
刊
行
（
全
六
部
、三
一
書
房
）
が
始
ま
っ
て
い
る
。

『
歴
史
の
実
験
』
は
『
自
由
と
の
契
約
』
の
次
に
発
表
さ
れ
た
作
品
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、『
自
由
と
の
契
約
』
の
第
六
部
が
刊
行
さ
れ
た

の
が
一
九
六
〇
年
な
の
で
、完
結
し
た
順
番
で
い
う
と
、『
人
間
の
條
件
』

に
続
く
第
二
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
鞍
山
に
帰
還
し
た
五
味
川
は
、
中
国
共
産
党
軍
（
以
下
、
中
共
軍
）

管
轄
の
鞍
山
市
政
府
に
関
係
す
る
組
織
の
一
員
と
し
て
、
日
本
人
の
民

主
化
に
従
事
し
て
い
た（

２
）。『
人
間
の
條
件
』
の
第
六
部
で
も
、
日
本
の

敗
戦
に
よ
っ
て
、
美
千
子
を
含
め
た
満
洲
の
日
本
人
が
苦
境
に
陥
る
様

子
が
描
か
れ
る
中
で
、『
歴
史
の
実
験
』
に
つ
な
が
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

登
場
す
る
。『
人
間
の
條
件
』
で
も
『
歴
史
の
実
験
』
で
も
都
市
名
は

明
示
さ
れ
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
鞍
山
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、『
人
間
の
條
件
』
第
六
部
と
『
歴
史
の
実
験
』
を
併
せ

戦
後
の
鞍
山
を
描
く
―
―
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』『
歴
史
の
実
験
』
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二
四

読
む
と
い
う
、
い
さ
さ
か
変
則
的
な
読
解
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
五
味

川
が
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
変
化
し
た
鞍
山
の
状
況
や
、
留
用
（
中
国

に
残
留
し
た
日
本
人
が
中
国
側
の
機
関
に
徴
用
さ
れ
る
こ
と
）
の
経
験

を
ど
の
よ
う
に
作
品
化
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
︑
敗
戦
直
後
の
鞍
山

　
ま
ず
、鞍
山
と
い
う
都
市
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
き
た
い（
３
）。
鞍
山
は
、

満
洲
に
お
け
る
鉄
鋼
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
日
露
戦
争
後
、
南
満
州

鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
が
鞍
山
に
鉄
鉱
石
を
発
見
し
、
一
九
一
八
年

五
月
に
満
鉄
鞍
山
製
鉄
所
を
設
立
し
た
。
同
製
鉄
所
は
、
一
九
三
三
年

六
月
に
満
鉄
か
ら
分
離
独
立
す
る
形
で
株
式
会
社
昭
和
製
鋼
所
と
な

り
、
一
九
四
四
年
四
月
に
は
、
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
・
東
辺
道
開
発
株
式

会
社
と
合
併
し
て
満
洲
製
鉄
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
五
味
川
が
勤
め
た

時
期
は
、
昭
和
製
鋼
所
の
時
代
で
あ
る
。
五
味
川
は
家
永
三
郎
と
の
対

談
の
中
で
、「
鞍
山
と
い
う
の
は
特
殊
な
街
で
し
て
、
日
本
人
市
民
は

約
八
万
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和
製
鋼
所
と
そ
の
子
会
社
だ
け
で

も
っ
て
る
と
い
う
よ
う
な
街
で
す
」
（
４
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
企
業
城

下
町
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
鞍
山
も
含
め
、
満
洲
の
各
都
市
に
は
、
日
本
敗
戦
後
の
半
年
～
八
ヶ

月
ほ
ど
の
間
に
三
つ
の
異
な
る
軍
隊
が
進
駐
し
た（
５
）。

ま
ず
、
敗
戦
直
後

は
南
下
し
た
ソ
連
軍
が
占
領
し
、
そ
の
後
中
共
軍
が
進
駐
し
た
。
し
か

し
、
日
中
戦
争
の
た
め
協
力
関
係
に
あ
っ
た
中
国
国
民
党
と
の
内
戦
が

再
開
さ
れ
、
一
九
四
六
年
に
入
っ
て
か
ら
は
中
国
国
民
党
軍
（
以
下
、

国
府
軍
）
が
中
共
軍
を
追
い
出
す
形
で
各
都
市
に
入
城
し
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
中
共
軍
は
そ
の
後
形
勢
を
逆
転
し
、
各
都
市
を
奪
い
返
す

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
時
期
は
本
稿
で
の
考
察
の
対
象
外
で
あ
る
。

　
各
軍
の
鞍
山
へ
の
進
駐
時
期
は
、
次
の
通
り
で
あ
る（

６
）。
八
月
二
三
日

に
ソ
連
軍
が
入
り
、
翌
九
月
に
は
中
共
軍
が
進
駐
、
ソ
連
軍
の
管
理
下

で
市
政
を
担
っ
た
。
一
九
四
六
年
三
月
、
国
府
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
中

共
軍
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
四
月
一
日
に
国
府
軍
が
入
っ
た
。

　
五
味
川
が
鞍
山
に
帰
還
し
た
の
は
、
中
共
軍
が
進
駐
し
て
い
る
時
期

で
あ
る
。
鞍
山
で
五
味
川
と
と
も
に
活
動
し
た
横
井
亀
夫
・
有
井
尚
武
・

吉
田
行
雄
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
五
味
川
純
平
著
作
集
』
全
二
〇
巻
（
三
一

書
房
、
一
九
八
二
～
一
九
八
四
）
付
録
の
「
月
報
」
に
回
想
を
載
せ
て

い
る
。
三
人
に
よ
る
回
想
の
内
容
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
触
れ
な
い

が（
７
）、

敗
戦
時
に
鞍
山
に
い
た
彼
ら
は
進
駐
し
た
中
共
軍
の
市
政
府
と
協

力
関
係
を
結
び
、
日
本
人
に
向
け
た
新
聞
を
発
行
す
る
「
文
化
解
放
連

盟
」
を
結
成
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
一
一
月
、
ソ
連
軍

の
捕
虜
収
容
所
か
ら
脱
走
し
て
き
た
五
味
川
が
帰
還
し
、「
文
化
解
放

連
盟
」
に
加
わ
っ
て
い
る
。
五
味
川
は
、
一
九
四
六
年
二
月
に
両
親
の



二
五

戦
後
の
鞍
山
を
描
く
―
―
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』『
歴
史
の
実
験
』

い
る
大
連
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
、
鞍
山
に
い
た
の
は
三
ヶ
月
ほ
ど
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、有
井
と
吉
田
の
回
想
に
よ
れ
ば
、

鞍
山
に
残
っ
て
い
た
「
文
化
解
放
連
盟
」
の
他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
国
府

軍
が
近
づ
き
撤
退
し
た
中
共
軍
の
後
を
追
っ
て
、
行
動
を
共
に
し
た
と

い
う
。『
歴
史
の
実
験
』
も
、「
文
化
解
放
連
盟
」
に
相
当
す
る
組
織
の

メ
ン
バ
ー
が
先
に
撤
退
し
た
中
共
軍
を
追
う
と
こ
ろ
で
幕
を
閉
じ
る
。

　
五
味
川
は
こ
の
三
ヶ
月
間
の
鞍
山
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

記
録
や
回
想
を
ほ
と
ん
ど
残
し
て
い
な
い
が
、
映
画
『
人
間
の
條
件
』

の
出
演
者
で
、
撮
影
に
入
る
直
前
で
あ
っ
た
有
馬
稲
子
と
の
対
談
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　�

　
私
は
ち
よ
う
ど
梶
が
あ
あ
や
つ
て
逃
げ
た
よ
う
に
し
て
生
き
て

帰
つ
て
、
最
初
に
あ
の
小
説
（『
人
間
の
條
件
』
―
引
用
者
注
）

に
出
て
い
る
町
に
帰
り
ま
し
て
ね
。
あ
の
当
時
の
満
洲
は
ど
こ

の
町
で
も
民
主
化
運
動
が
は
じ
ま
つ
た
ん
で
す
が
、
私
も
会
社
に

い
た
友
達
、
五
、六
人
で
、
そ
の
と
き
は
つ
き
り
し
た
中
共
系
で

は
な
い
で
す
が
ま
あ
中
共
系
の
施
設
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
日

本
人
が
八
万
人
く
ら
い
と
中
国
人
が
三
十
万
人
く
ら
い
い
ま
し
た

が
、
そ
の
日
本
人
と
い
う
の
は
赤
ぎ
ら
い
に
徹
底
的
に
教
育
さ
れ

て
る
で
し
よ
う
。
そ
れ
で
中
共
の
政
府
と
う
ま
く
行
か
な
い
ん
で

す
。
そ
う
な
る
と
日
本
人
に
非
常
に
損
害
が
く
る
わ
け
で
す
。
だ

か
ら
ど
う
し
て
も
う
ま
く
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
で
、
私
た

ち
、
民
主
化
運
動
の
グ
ル
ー
プ
が
運
動
し
て
た
わ
け
で
す
が
ね
。

そ
れ
が
二
十
年
の
秋
か
ら
二
十
一
年
の
春
ご
ろ
に
ご
承
知
の
と
お

り
中
国
の
内
戦
に
な
つ
て
、
そ
れ
で
国
民
党
軍
が
入
つ
て
き
た
か

ら
、
私
ど
も
は
捕
え
ら
れ
る
と
や
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
逃
げ
た

ん
で
す（

８
）。�

　
漠
然
と
し
た
説
明
が
多
く
、
五
味
川
の
経
験
が
『
人
間
の
條
件
』
や

『
歴
史
の
実
験
』
に
ど
の
程
度
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
読
む
こ
と
で
、
五
味
川
が
満

洲
国
崩
壊
後
の
日
本
人
居
留
民
を
ど
の
よ
う
に
描
き
、
ま
た
「
文
化
解

放
連
盟
」
で
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
必

要
が
あ
る
。

二
︑﹃
人
間
の
條
件
﹄
の
沖
島

　『
人
間
の
條
件
』
の
梶
は
、
第
一
部
・
第
二
部
に
お
い
て
、
会
社
の

鉱
山
で
使
役
さ
せ
る
中
国
人
捕
虜
（「
特
殊
工
人
」）
の
待
遇
改
善
を
め

ぐ
り
、
採
鉱
所
の
所
長
や
同
僚
の
岡
崎
と
対
立
す
る
が
、
一
方
で
理
解

者
も
存
在
す
る
。
そ
の
理
解
者
と
は
、
梶
と
と
も
に
「
特
殊
工
人
」
の



二
六

労
務
管
理
を
担
当
す
る
沖
島
で
あ
る
。
沖
島
は
第
一
部
と
第
二
部
、
そ

し
て
第
六
部
に
も
登
場
す
る
。
第
二
部
の
最
後
で
辺
鄙
な
鉱
山
に
左
遷

さ
せ
ら
れ
る
が
、
第
六
部
で
は
、
梶
の
帰
り
を
待
つ
美
千
子
ら
と
も
に

敗
戦
後
の
「
街
」
に
い
る
。
本
節
で
注
目
す
る
の
は
、
こ
の
第
六
部
に

お
け
る
沖
島
で
あ
る
。

　
完
結
編
で
あ
る
第
六
部
の
中
心
は
、
梶
が
敗
残
兵
と
し
て
他
の
兵
士

や
民
間
人
を
連
れ
て
満
洲
を
彷
徨
し
、
美
千
子
の
元
に
帰
還
し
よ
う
と

す
る
道
程
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
六
部
冒
頭
は
沖
島
や
美
千
子
の
い
る

敗
戦
後
の
「
街
」
の
様
子
か
ら
始
ま
り
、
中
盤
に
も
、
二
人
が
「
街
」

で
の
生
活
に
悪
戦
苦
闘
す
る
様
子
が
挿
話
的
に
挟
ま
れ
る
。
両
者
を
合

わ
せ
て
第
六
部
全
体
の
約
四
分
の
一
と
い
う
、
あ
る
程
度
の
紙
幅
が
割

か
れ
て
い
る
。
美
千
子
の
戦
後
を
描
く
と
い
う
物
語
構
成
上
の
必
要
性

が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
本
稿
の
問
題
意
識
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

敗
戦
後
の
満
洲
に
残
っ
た
日
本
人
居
留
民
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
の
意

味
は
小
さ
く
な
い
。

　
第
六
部
の
冒
頭
で
描
か
れ
る
の
は
、「
街
」
に
進
駐
し
た
ソ
連
軍
に

対
す
る
沖
島
や
美
千
子
の
失
望
で
あ
る
。
敗
戦
直
後
に
「
本
社
の
街
」

に
戻
っ
て
き
て
い
た
沖
島
は
、
ソ
連
軍
の
将
校
に
日
本
人
へ
の
強
盗
や

強
姦
を
や
め
る
よ
う
嘆
願
す
る
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
。
美
千
子
は

白
昼
の
大
通
り
を
歩
い
て
い
て
複
数
の
ソ
連
兵
に
絡
ま
れ
る
が
危
う
く

難
を
逃
れ
、「
軍
隊
っ
て
、
何
処
の
国
の
で
も
お
ん
な
じ
な
ん
で
し
ょ

う
か
？
」
と
沖
島
に
呟
く
。

　
第
六
部
中
盤
に
挿
入
さ
れ
る
場
面
で
は
、
ソ
連
軍
兵
士
に
よ
る
横
暴

は
収
ま
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
の
「
寄
る
べ
の
な
い
復
員
者
」
や
「
若

い
独
身
者
の
一
部
」
が
同
じ
日
本
人
の
家
に
押
し
入
る
事
件
が
起
き
て

い
る
。
こ
の
種
の
連
中
は
、
美
千
子
た
ち
が
住
ん
で
い
る
白
蘭
荘
に
も

押
し
入
り
、激
し
く
抵
抗
し
た
友
人
の
珠
代
を
連
れ
去
っ
て
輪
姦
し
た
。

戻
っ
て
き
た
珠
代
は
娼
婦
と
な
り
、
美
千
子
や
も
う
一
人
の
友
人
の
靖

子
と
疎
遠
に
な
る
。
美
千
子
は
靖
子
の
発
案
に
よ
り
、「
山
手
の
奥
さ

ん
達
」
の
着
物
を
本
人
に
代
わ
っ
て
街
頭
で
売
り
、
手
数
料
を
も
ら
う

こ
と
で
生
計
を
立
て
よ
う
と
す
る
。
沖
島
も
「
別
の
町
角
で
、「
私
設

専
売
局
」
と
称
し
て
、
巻
煙
草
を
売
っ
て
い
た
」。

　
し
か
し
、
二
人
と
も
買
い
手
で
あ
る
中
国
人
へ
の
対
応
に
苦
労
し
て

お
り
、
敗
戦
に
よ
っ
て
日
本
人
居
留
民
と
中
国
人
と
の
地
位
が
逆
転
し

た
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
知
る
こ
と
に
な
る
。
美
千
子
は
数
人
の
中
国

人
に
着
物
を
盗
ま
れ
、沖
島
は
露
店
の
前
で
お
金
を
も
ら
う
ま
で
拝
礼
・

叩
頭
し
続
け
る
「
一
人
の
中
国
人
の
乞
食
」
を
追
い
返
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
前
者
の
場
面
で
は
、
語
り
手
が
「
い
ま
ま
で
踏
み
つ
け
ら
れ
て

い
た
民
族
の
報
復
意
識
が
し
ば
し
ば
非
道
な
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
」
と
い
う
説
明
を
加
え
て
お
り
、
後
者
の
場
面
で
も
、
沖
島



二
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戦
後
の
鞍
山
を
描
く
―
―
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』『
歴
史
の
実
験
』

の
視
点
か
ら
「
こ
ち
ら
は
敗
戦
国
民
で
あ
る
。
相
手
は
、
乞
食
と
は
云

っ
て
も
戦
勝
国
民
な
の
だ
。
そ
う
い
う
意
識
が
障
碍
と
な
っ
て
、
制
裁

を
加
え
る
ど
こ
ろ
か
、
難
詰
す
る
こ
と
さ
え
も
出
来
な
い
」
と
語
っ
て

い
る
。

　
こ
の
後
、
美
千
子
は
沖
島
を
仲
間
に
し
て
商
売
を
続
け
よ
う
と
す
る

が
、沖
島
に
は
「
美
千
子
か
ら
仲
間
に
入
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
る
前
に
、

二
口
の
声
が
か
か
っ
て
い
た
」。
一
つ
は
、「
旧
会
社
の
幹
部
や
街
の
有

力
者
達
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
「
日
本
僑
民
会
」」
の
通
訳
と
し
て
の

勧
誘
で
あ
る
が
、「
こ
の
街
に
出
来
た
中
共
系
の
政
権
に
対
し
て
、
そ

う
い
う
名
分
の
下
に
自
分
達
の
利
益
を
温
存
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
見
破
」
り
、
誘
い
を
断
る
。
も
う
一
つ
は
、「
能
登
と
い
う

面
識
の
な
い
男
」
に
よ
る
「
日
本
人
民
主
主
義
者
の
団
体
を
作
っ
て
市

政
府
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
」
の
で
参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
誘
い

で
あ
る
。

　
満
洲
の
各
都
市
で
は
、
敗
戦
直
後
か
ら
僑
民
会
や
居
留
民
会
と
呼
ば

れ
る
日
本
人
の
自
治
組
織
が
作
ら
れ
て
い
た（
９
）。

鞍
山
で
は
、
一
九
四
五

年
八
月
二
二
日
に
早
く
も
治
安
維
持
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
組

織
は
一
〇
月
一
四
日
に
解
散
す
る
が
、
同
一
七
日
に
日
本
人
僑
民
会
が

発
足
す
る
。
僑
民
会
は
改
組
を
経
て
、
翌
年
二
月
に
解
散
と
な
る
。
国

府
軍
が
進
駐
し
た
四
月
に
新
日
本
人
居
留
民
会
が
発
足
す
る
が
、
国
府

軍
管
理
下
で
鞍
山
日
僑
善
後
連
絡
処
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、
居
留
民
会

は
解
散
と
な
り
、
同
会
会
長
の
石
川
義
助
、
副
会
長
の
小
野
平
八
郎
は
、

そ
れ
ぞ
れ
日
僑
善
後
連
絡
処
の
主
任
・
副
主
任
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
自
治
組
織
は
、鞍
山
の
有
力
者
た
ち
を
中
心
に
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
日
本
人
僑
民
会
の
顧
問
は
満
洲
製
鉄
株
式
会
社
理
事
長
の
岸

本
綾
夫
で
あ
り
、
同
会
の
二
人
目
の
会
長
は
元
鞍
山
市
長
の
岩
満
三
七

男
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
有
力
者
は
中
国
側
か
ら
戦
争
犯

罪
人
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
岸
本
も
岩
満
も
中
共
軍
に
逮
捕
さ
れ
、
岸

本
は
行
方
不
明
（
共
に
逮
捕
さ
れ
た
夫
人
は
獄
死
）、
岩
満
は
銃
殺
と

い
う
最
期
を
迎
え
て
い
る）

（1
（

。
五
味
川
は
、
鞍
山
に
帰
還
し
た
際
の
自
治

組
織
に
関
し
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
、『
人
間

の
條
件
』
に
お
い
て
沖
島
は
「
日
本
僑
民
会
」
の
勧
誘
を
断
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
自
治
組
織
に
対
す
る
批
判
的
な
立
場
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
一
方
、
能
登
が
作
ろ
う
と
し
て
い
た
　「
日
本
人
民
主
主
義
者
の
団

体
」
は
、
五
味
川
が
実
際
に
働
く
こ
と
に
な
る
「
文
化
解
放
連
盟
」
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
五
味
川
は
生
還
し
た
の
で
「
文
化

解
放
連
盟
」
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
が
、『
人
間
の
條
件
』
の
梶
は
生

還
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
沖
島
の
立
場
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
の
か
が
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。
沖
島
は
能
登
か
ら
の
誘
い
を
一
旦
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保
留
し
、「
梶
の
奴
な
ら
一
も
二
も
な
く
飛
び
込
む
だ
ろ
う
」
と
思
う

と
同
時
に
自
ら
を
省
み
る
。

　
　�

　
か
つ
て
は
通
訳
と
し
て
軍
の
「
清
郷
工
作
」
に
従
事
し
た
男
が
、

時
勢
が
変
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、民
主
主
義
者
ヅ
ラ
は
出
来
な
い
。

前
歴
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
真
剣
に
「
自
己
批
判
」
を
果
し
て
、
出

直
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
も
、
わ
か
っ
て
い
る
。
わ
か
っ
て
い
る

か
ら
、
や
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ど
れ
だ
け
自
己
批
判
を
す

れ
ば
、
自
分
を
許
せ
る
の
か
。
い
い
か
げ
ん
な
日
和
見
主
義
と
何

処
が
ど
れ
だ
け
違
う
と
云
い
切
れ
る
の
か
。

　
第
一
部
に
は
「
清
郷
工
作
」
の
説
明
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
清

郷
工
作
」
と
は
、
日
本
軍
が
「
敵
性
部
落
と
認
め
た
部
落
」
に
入
り
、

男
を
労
働
力
と
し
て
強
制
連
行
す
る
ほ
か
、
強
姦
や
略
奪
・
虐
殺
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。
沖
島
は
、
老
虎
嶺
で
労
務
管
理
に
従
事
す
る
前
に
、

通
訳
と
し
て
「
清
郷
工
作
」
の
現
場
に
い
た
こ
と
が
あ
り
、
労
務
管
理

を
担
当
し
た
「
特
殊
工
人
」
の
中
に
も
「
清
郷
工
作
」
に
よ
っ
て
連
行

さ
れ
た
者
が
多
く
い
た
。

　
こ
の
後
、
沖
島
は
思
わ
ぬ
形
で
「
自
己
批
判
」
を
迫
ら
れ
る
。
老
虎

嶺
で
沖
島
や
梶
の
方
針
に
強
く
反
対
し
て
い
た
岡
崎
が
「
特
殊
工
人
」

虐
殺
の
容
疑
（
虐
殺
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
）
で
中
共
軍
の
保
安
隊
に

逮
捕
さ
れ
、
通
訳
と
し
て
沖
島
の
名
前
を
出
し
た
た
め
に
沖
島
は
連
行

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
沖
島
は
「
特
殊
工
人
」
を
殺
し
て
は
い
な
い
が
、

暴
力
を
振
る
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
た
め
に
拘
留
さ
れ
、
翌
日
、「
フ
ァ

ン
同
志
」（
お
そ
ら
く
共
産
党
員
だ
と
思
わ
れ
る
）
と
呼
ば
れ
る
方
と

い
う
平
服
の
男
に
尋
問
を
受
け
る
。
方
は
、沖
島
と
梶
が
「
特
殊
工
人
」

の
待
遇
改
善
を
目
指
し
た
も
の
の
脱
走
者
が
相
次
い
だ
た
め
、「
厳
罰

主
義
に
変
更
し
」
た
と
み
な
し
、「
あ
な
た
方
は
、
近
い
将
来
に
日
本

が
負
け
る
こ
と
を
信
じ
て
、
増
産
に
励
ん
だ
の
で
す
か
？
」
と
問
う
。

梶
は
「
特
殊
工
人
」
の
劣
悪
な
労
働
環
境
や
待
遇
を
不
当
な
も
の
と
考

え
て
待
遇
改
善
を
提
案
し
た
の
だ
が
、
会
社
が
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ

た
の
は
、
工
人
の
就
労
率
を
上
げ
、
採
鉱
を
増
産
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ

た
。「
特
殊
工
人
」
の
待
遇
を
改
善
す
る
こ
と
は
採
鉱
の
増
産
に
つ
な

が
り
、
結
果
と
し
て
日
本
の
戦
争
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る）
（（
（

。
方
が
突
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
矛
盾
で
あ
る
。

　
沖
島
は
方
の
問
い
に
対
し
て
、「
あ
な
た
方
は
、
目
的
と
行
動
が
一

致
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
立
派
な
の
で
す
。［
中
略
］
私
達
も
、
立

派
な
目
的
を
持
つ
こ
と
は
、
出
来
ま
し
た
。
そ
の
目
的
を
貫
こ
う
と
す

れ
ば
、
殆
ど
間
違
い
な
く
、
生
活
を
失
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
答
え
る
。
戦
争
犯
罪
に
加
担
し
た
か
否
か
を
、「
単
純
明
快
な



二
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戦
後
の
鞍
山
を
描
く
―
―
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』『
歴
史
の
実
験
』

論
理
」
で
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
梶
に
も
同
様
の
こ
と

が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
結
局
、
沖
島
は
「
能
登
同
志
」
に
身
柄
を
預
け
ら
れ
る
と
い
う
扱
い

で
釈
放
さ
れ
、「
日
本
人
民
主
主
義
者
の
団
体
」
で
活
動
す
る
こ
と
を

決
意
す
る
。
そ
の
後
、
沖
島
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た
の
か
は
『
人
間

の
條
件
』
で
は
描
か
れ
な
い
。
中
共
軍
の
指
導
下
に
入
っ
た
「
日
本
人

民
主
主
義
者
」
の
姿
は
、『
歴
史
の
実
験
』
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
︑﹃
歴
史
の
実
験
﹄
の
田
波

　『
歴
史
の
実
験
』
が
、
五
味
川
自
身
の
鞍
山
帰
還
後
の
活
動
を
踏
ま

え
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
吉
田
行
雄
が
、『
五
味
川
純
平
著
作
集
』

第
九
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
八
四
）
の
「
月
報
」
の
中
で
「
多
く
の
作

品
の
中
で
『
歴
史
の
実
験
』
が
あ
る
。
五
味
川
も
こ
の
作
品
に
は
愛
着

と
執
着
が
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
三
十
歳
当
時
の
五
味
川
理
論
と
夢
が

流
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
作
品
の
中
に
出
て
く
る
人
物
に
は
実
在
名
が
多

く
出
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、そ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
る
。

　『
歴
史
の
実
験
』
の
同
時
代
評
で
は
、
横
井
行
雄
が
「
こ
の
作
品
の

積
極
的
な
意
義
は
、
終
戦
直
後
、
革
命
の
過
渡
期
の
満
洲
と
日
本
人
居

留
民
た
ち
の
動
き
と
い
っ
た
大
き
な
素
材
に
と
り
く
ん
だ
作
者
の
意
気

ご
み
」
で
あ
る
と
指
摘
し）
（1
（

、
篠
田
一
士
は
「「
歴
史
の
実
験
」
を
い
か

な
る
種
類
の
文
学
作
品
と
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
作
品
と
し

て
全
否
定
し
て
い
る
が
、「
太
平
洋
戦
争
直
後
の
国
共
内
戦
下
の
東
北

地
区
に
お
け
る
日
本
人
た
ち
の
動
き
を
え
が
く
こ
と
は
、
現
代
の
小
説

家
に
と
っ
て
大
変
誘
惑
的
な
主
題
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る）

（1
（

。
二
人

は
、
五
味
川
が
戦
後
の
鞍
山
を
単
な
る
「
素
材
」
と
し
て
取
り
上
げ
た

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
し
、そ
れ
以
前
に
、

舞
台
と
な
っ
て
い
る
「
町
」
が
鞍
山
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
す
ら

知
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　『
歴
史
の
実
験
』
の
主
人
公
は
田
波
と
い
う
男
で
、
す
で
に
市
政
府

管
轄
の
「
解
放
連
盟
」
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
生

死
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
田
波
が
、
と
も
か
く
戦
地
か
ら
生
き
て
帰
っ
て

来
た
の
だ
」
と
い
う
田
波
の
妻
・
章
子
に
焦
点
化
し
た
箇
所
か
ら
、
田

波
が
五
味
川
の
よ
う
に
生
還
し
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、「
町
」
は
「
田
波
た
ち
が
終
戦
ま
で
勤
め
て
い
た
巨
大
な

軍
需
会
社
一
つ
で
成
り
立
っ
て
い
た
」
こ
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
梶
が

生
還
し
た
可
能
世
界
（
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
別
の
世
界
）
の
物
語

と
し
て
、
強
引
に
読
む
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
田
波
の

過
去
に
関
し
て
は
作
中
で
ほ
と
ん
ど
明
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
物
語

序
盤
に
は
、「
田
波
は
、
瞼
の
裏
で
、
戦
争
と
敗
走
の
過
程
を
描
い
て

い
た
」
と
い
う
、回
想
の
始
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
一
文
も
あ
る
が
、
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直
後
に
「
ひ
た
す
ら
に
目
ざ
し
て
来
た
女
は
、
彼
の
横
に
寝
て
い
た
」

と
続
き
、
予
想
は
完
全
に
裏
切
ら
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
問
題
も
あ
り
、『
歴
史
の
実
験
』
の
田
波
を
梶
と
重
ね

る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、『
人
間
の
條
件
』
の
「
街
」
に
沖
島
が
働

く
こ
と
に
な
る「
日
本
人
民
主
主
義
者
の
団
体
」が
あ
っ
た
よ
う
に
、『
歴

史
の
実
験
』
の
「
町
」
に
も
「
解
放
連
盟
」
と
い
う
組
織
が
あ
る
。「
街
」

の
「
団
体
」
は
発
足
し
た
ば
か
り
で
、
沖
島
を
誘
っ
た
能
登
は
「
ガ
リ

版
新
聞
の
資
金
作
り
に
飛
び
廻
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、「
町
」
の
「
解

放
連
盟
」
は
す
で
に
活
動
中
で
、「
隔
日
刊
の
ガ
リ
版
新
聞
「
民
衆
報
」」

を
発
行
し
て
い
る
。『
歴
史
の
実
験
』
は
『
人
間
の
條
件
』
の
続
編
で

は
な
い
が
、『
人
間
の
條
件
』
に
お
い
て
は
挿
話
的
な
部
分
に
過
ぎ
な

か
っ
た
「
街
」
と
「
団
体
」
の
そ
の
後
を
描
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
日
本
人
居
留
民
の
民
主
化
を
目
指
す
「
解
放
連
盟
」
に
と
っ
て
の
大

き
な
問
題
の
ひ
と
つ
は
、
市
政
府
の
公
式
主
義
的
な
態
度
で
あ
っ
た
。

そ
の
問
題
は
物
語
の
随
所
で
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
田
波
は
「
民

衆
報
」
に
、「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
日
本
僑
民
」
と
題
し
た
「
日
本
人
が
難
民
化
し

て
行
く
事
実
を
訴
え
て
、
こ
の
冬
を
無
事
に
す
ご
す
に
は
、
日
本
人
同

士
が
協
力
す
る
こ
と
以
外
に
は
ど
ん
な
テ
も
発
見
さ
れ
な
い
」
と
い
う

内
容
の
記
事
を
書
き
、
市
政
府
外
事
科
長
の
郭
に
問
い
質
さ
れ
る
。
田

波
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
生
活
手
段
を
失
っ
た
日
本
人
が
困
窮
状
態
に
あ

り
、「
私
た
ち
の
新
聞
を
読
む
日
本
人
大
衆
」
は
「
何
が
何
で
も
帰
国

し
た
い
」と
考
え
て
い
る
と
話
す
が
、郭
は「
田
波
さ
ん
の
云
う
こ
と
は
、

町
の
反
動
家
た
ち
が
云
う
の
と
一
致
し
て
い
ま
す
」
と
牽
制
す
る
。
田

波
は
さ
ら
に
、
生
活
の
困
窮
や
帰
国
願
望
と
と
も
に
「
日
本
人
は
反
共

を
徹
底
的
に
仕
込
ま
れ
た
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
」
が
あ
り
、「
ど
う

い
う
未
来
を
郭
さ
ん
た
ち
が
与
え
て
く
れ
る
か
、
彼
ら
は
知
ら
な
い
の

で
す
」
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
に
い
た
外
事
科
工
作
員
の
小

池
が
「
そ
れ
を
宣
伝
す
る
の
が
、
あ
な
た
た
ち
の
任
務
で
し
ょ
う
」
と

言
う
ば
か
り
で
、
日
本
人
の
窮
状
を
顧
み
よ
う
と
は
し
な
い
。
小
池
は

日
本
人
だ
が
、「
抗
日
戦
線
で
捕
虜
に
な
っ
て
、
延
安
か
何
処
か
で
短

期
教
育
を
受
け
」
た
た
め
に
市
政
府
に
所
属
し
て
い
る
男
で
あ
る
。

　「
解
放
連
盟
」
が
抱
え
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
田
波
が
郭
に
言
っ

て
い
た
日
本
人
の
反
共
意
識
で
あ
る
。
田
波
と
章
子
の
隣
人
・
茂
木
夫

人
は
、「
今
年
の
春
に
は
国
民
党
軍
が
来
て
日
本
人
を
全
部
帰
国
さ
せ

て
く
れ
る
」
と
い
う
噂
話
を
し
、さ
ら
に
「
日
本
人
は
貧
乏
に
な
っ
た
」

が
、
田
波
た
ち
は
「
新
聞
専
売
の
お
墨
つ
き
を
市
政
府
か
ら
も
ら
っ
て

る
」
の
で
高
給
取
り
で
あ
ろ
う
と
、章
子
に
対
し
て
嫌
味
半
分
に
言
う
。

だ
が
、実
際
は
「
新
聞
は
そ
れ
ほ
ど
読
ま
れ
て
は
い
な
い
」
た
め
に
「
主

だ
っ
た
男
た
ち
は
無
給
」
で
、「
給
料
は
、
給
料
と
も
云
え
ぬ
ほ
ど
の



三
一

戦
後
の
鞍
山
を
描
く
―
―
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』『
歴
史
の
実
験
』

も
の
を
、
ガ
リ
版
切
り
に
し
か
払
っ
て
い
な
か
っ
た
」。

　
五
味
川
は
先
に
引
用
し
た
有
馬
稲
子
と
の
対
談
の
中
で
、「
日
本
人

と
い
う
の
は
赤
ぎ
ら
い
に
徹
底
的
に
教
育
さ
れ
て
る
」
と
述
べ
て
い
た

が
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
『
人
間
の
條
件
』
第
六
部
の
中
に
も
関
連
す

る
内
容
が
あ
る
。
保
安
隊
に
拘
留
さ
れ
、
雑
居
房
に
入
れ
ら
れ
た
沖
島

は
、
隣
に
い
た
男
に
「
国
民
党
が
い
つ
来
る
か
、
聞
か
な
か
っ
た
？
」

と
聞
か
れ
る
。
男
は
「
な
ん
で
も
か
ん
で
も
人
民
に
奉
仕
し
ろ
」
と
い

う
中
共
軍
の
方
針
を
嫌
い
、「
国
民
党
が
来
れ
ば
、
み
ん
な
日
本
に
帰

し
て
貰
え
る
ん
だ
ぞ
」
と
信
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
沖
島
の
身
柄
を
引

受
け
た
能
登
は
、「
国
民
党
に
ル
ー
ト
を
封
鎖
さ
れ
て
干
乾
し
に
な
り

そ
う
だ
」
と
い
う
「
悪
質
の
デ
マ
が
飛
ん
で
い
る
」
こ
と
を
危
惧
し
、

沖
島
に
対
し
て
、
市
政
府
に
「
食
糧
事
情
を
よ
く
聞
い
て
欲
し
い
」
と

指
示
を
出
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、『
歴
史
の
実
験
』
の
中
で
、

日
本
人
居
留
民
の
反
共
意
識
が
よ
り
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
先
の
茂
木
夫
人
の
話
は
空
言
に
過
ぎ
な
い
が
、「
解
放
連
盟
」
に
は

よ
り
本
質
的
な
批
判
も
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
時
、
数
人
の
青
年

が
、
青
年
寮
の
外
壁
に
貼
ら
れ
た
市
政
府
の
ポ
ス
タ
ー
を
嘲
笑
す
る
。

田
波
は
青
年
た
ち
と
口
論
に
な
り
、
青
年
の
一
人
は
「
こ
の
ポ
ス
タ
ー

や
、
あ
ん
た
た
ち
が
喋
っ
た
り
新
聞
に
書
い
た
り
し
て
る
こ
と
は
、
み

ん
な
正
し
い
」
が
、「
僕
た
ち
は
み
ん
な
食
う
に
困
っ
て
る
」
と
訴
え
る
。

結
局
、「
解
放
連
盟
」
の
行
動
は
、
困
窮
す
る
日
本
人
居
留
民
に
と
っ

て
何
の
意
味
も
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
青
年
は
続
け
て
「
市
政
府
や
あ
ん
た
た
ち
に
文
句
を
云
え
ば
、
中
国

人
の
方
が
も
っ
と
困
っ
て
る
ん
だ
、
で
し
ょ
う
」
と
言
う
が
、
郭
と
小

池
が
日
本
人
の
窮
状
に
つ
い
て
の
田
波
の
説
明
を
は
ね
つ
け
た
こ
と
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
市
政
府
と
「
解
放
連
盟
」
の
現
状
認
識
に
は
大
き

な
隔
た
り
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
解
放
連
盟
」
は
日
本
人
居
留
民
と
市

政
府
と
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
田
波
は
さ
ら
に
、

現
状
認
識
と
は
別
の
角
度
か
ら
も
、
市
政
府
の
中
国
人
や
小
池
と
自
分

た
ち
と
の
決
定
的
な
違
い
を
自
覚
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　�

　
こ
こ
の
男
た
ち
は
、
ど
ん
な
思
想
を
持
っ
て
い
る
と
云
っ
た
と

こ
ろ
で
、
終
戦
ま
で
、
植
民
地
で
、
中
国
人
の
上
前
を
は
ね
て
生

活
し
て
い
た
の
だ
。
た
い
へ
ん
立
派
な
自
覚
分
子
で
す
。
誰
か
ら

も
、
ま
だ
、
そ
う
は
云
わ
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
誰
か
ら
云
わ
れ

な
く
て
も
、
自
分
で
自
分
に
そ
う
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
池

は
、
よ
し
ん
ば
偶
然
だ
っ
た
に
し
て
も
、
捕
虜
に
な
っ
て
、
中
国

側
に
身
を
投
じ
た
の
だ
。
同
化
し
よ
う
と
試
み
た
実
績
が
あ
る
。

形
の
上
で
は
、
と
て
も
田
波
た
ち
と
は
較
べ
も
の
に
な
ら
な
い
で



三
二

は
な
い
か
。
田
波
は
ど
う
か
？
　
国
境
で
戦
い
、
捕
虜
に
も
な
ら

ず
、
逃
げ
帰
っ
て
来
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ど
こ
で
お
前
は
過

去
を
清
算
し
た
か
？
　
中
共
系
の
政
権
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
へ

帰
っ
て
来
た
か
ら
、尻
尾
を
振
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。［
後

略
］

　
田
波
は
、『
人
間
の
條
件
』
の
沖
島
の
よ
う
に
戦
争
犯
罪
の
罪
に
問

わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
中
国
人
を
抑
圧
す
る
側
に
い
た
こ
と
へ
の
後
ろ

め
た
さ
を
払
拭
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
章
子
は
「
戦
争
に
敗
け

て
解
放
運
動
が
起
こ
っ
た
か
ら
、
時
世
時
節
と
ば
か
り
に
そ
れ
に
参
加

し
た
人
た
ち
が
、
何
も
か
も
犠
牲
に
し
て
、
な
ん
で
も
御
無
理
ご
も
っ

と
も
で
通
さ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
っ
て
こ
と
。
お
ん
な
じ
じ
ゃ
な
い
、
戦

争
中
と
」
と
言
い
、
市
政
府
の
方
針
に
従
っ
て
日
本
人
居
留
民
の
民
主

化
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
が
、
戦
時
体
制
へ
の
従
属
と
表
裏
一
体
で

あ
る
と
い
う
歪
さ
を
鋭
く
指
摘
す
る
。

　
田
波
は
こ
の
後
、
反
動
勢
力
の
日
本
人
が
持
っ
て
い
た
阿
片
を
運
ぶ

こ
と
で
大
金
を
得
て
、
日
本
人
の
食
糧
確
保
の
た
め
に
遣
お
う
と
計
画

す
る
が
失
敗
し
、郭
と
小
池
か
ら
自
己
批
判
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
。

田
波
が
許
さ
れ
て
間
も
な
く
「
町
」
に
は
国
府
軍
が
迫
る
が
、
市
政
府

の
面
々
は
「
解
放
連
盟
」
に
は
何
も
告
げ
ず
に
撤
退
し
て
い
た
。
物
語

は
、
田
波
が
章
子
と
別
れ
、
他
の
「
解
放
連
盟
」
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

市
政
府
を
追
い
か
け
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。
阿
片
を
運
ぶ
と
い
う
展
開

に
対
し
て
は
、
設
定
上
の
陳
腐
さ
を
批
判
さ
れ
て
も
い
る
が）
（1
（

、「
過
去

を
清
算
し
た
」
と
い
う
自
負
も
な
く
、
市
政
府
と
日
本
人
居
留
民
の
間

で
身
動
き
の
取
れ
な
い
田
波
が
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る

と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
、以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
『
人
間
の
條
件
』
の
沖
島
と
『
歴

史
の
実
験
』
の
田
波
の
間
に
連
続
性
を
見
出
し
、
五
味
川
が
自
身
の
留

用
体
験
を
ど
の
よ
う
に
作
品
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

　『
人
間
の
條
件
』
の
沖
島
は
、
中
共
軍
の
保
安
隊
に
戦
争
犯
罪
へ
の

加
担
を
問
わ
れ
、「
目
的
と
行
動
」
の
不
一
致
の
た
め
に
白
か
黒
か
を

明
確
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
能
登
の
お
か
げ
で
釈
放
さ
れ
た
。
釈
放
時

に
傍
に
い
た
「
見
知
ら
ぬ
若
い
平
服
の
男
」
は
、
沖
島
に
「
戦
争
中
に

機
会
主
義
（
日
和
見
主
義
）
だ
っ
た
か
ら
と
云
っ
て
、
恥
じ
る
の
は
い

い
が
、
恥
じ
て
る
だ
け
じ
ゃ
前
進
に
は
な
ら
な
い
か
ら
ね
」（
括
弧
内

原
文
）
と
言
っ
て
い
た
。
沖
島
に
と
っ
て
、「
日
本
人
民
主
主
義
者
の

団
体
」
に
入
る
こ
と
は
、「
目
的
と
行
動
」
を
一
致
さ
せ
る
た
め
の
戦

後
の
再
出
発
を
意
味
し
て
い
る
。



三
三

戦
後
の
鞍
山
を
描
く
―
―
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』『
歴
史
の
実
験
』

　
一
方
、『
歴
史
の
実
験
』
の
田
波
は
、「
清
郷
工
作
」
の
よ
う
な
具
体

的
な
戦
争
犯
罪
に
関
わ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
沖
島
と
同

じ
く
軍
需
会
社
で
働
い
て
お
り
、「
中
国
人
の
上
前
を
は
ね
て
生
活
し

て
い
た
」
と
い
う
自
覚
が
あ
る
。
敗
戦
後
、「
町
」
に
帰
還
し
た
田
波

が
「
解
放
連
盟
」
で
働
い
て
い
る
の
は
日
本
人
の
民
主
化
の
た
め
で
あ

る
が
、
そ
の
「
目
的
を
貫
く
」
こ
と
は
、
日
本
人
居
留
民
の
困
窮
解
消

に
つ
な
が
ら
ず
、中
共
軍
に
「
尻
尾
を
振
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
」

と
い
う
日
和
見
主
義
の
自
己
嫌
悪
か
ら
も
逃
れ
ら
れ
な
い
。
戦
中
も
戦

後
も
時
の
権
力
に
従
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
自
分
を
発
見
す
る
の
で
あ

る
。『
人
間
の
條
件
』
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
、
沖
島
の
そ
の
後
の
姿

を
暗
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
五
味
川
は
沖
島
と
田
波
の
姿
を
通
し
て
、
戦
後
の
再
出
発
と
な
る
鞍

山
で
の
留
用
体
験
に
お
い
て
「
目
的
と
行
動
」
を
一
致
さ
せ
自
律
す
る

こ
と
の
困
難
を
作
品
化
し
た
と
い
え
る
。『
歴
史
の
実
験
』
の
中
盤
以

降
の
展
開
や
、
田
波
の
親
友
で
反
動
勢
力
に
与
す
る
柴
崎
の
存
在
に
は

触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
よ
り
詳
細
な
分
析
と
作
品
全
体
の
評
価
に
つ
い

て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

　
　注

（
１
）�

拙
稿
「
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』
に
関
す
る
序
論
的
考
察
」

（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
二
号
、二
〇
二
〇
・
三
）

参
照
。

（
２
）�

鞍
山
帰
還
後
の
五
味
川
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
五
味
川
純
平
の

引
揚
げ
体
験
―
―
鞍
山
・
大
連
で
の
動
向
」（『
花
園
大
学
文
学

部
研
究
紀
要
』
第
五
四
号
、
二
〇
二
二
・
三
）
で
論
じ
て
い
る
。

（
３
）�

鞍
山
に
関
す
る
説
明
は
、
満
洲
製
鉄
鉄
友
会
編
『
鉄
都
鞍
山
の

回
顧
』（
満
洲
製
鉄
鉄
友
会
、
一
九
五
七
）
九
～
二
三
頁
を
参

照
し
た
。

（
４
）�

家
永
三
郎
・
五
味
川
純
平
「
近
代
思
想
史
の
欠
落
部
分
―
―
在

「
満
」
日
本
人
の
中
国
観
を
中
心
に
―
―
」（『
思
想
の
科
学
』

一
九
七
二
・
一
）
一
五
～
一
六
頁

（
５
）�

敗
戦
前
後
の
各
都
市
の
状
況
に
関
し
て
は
、『
満
蒙
終
戦
史
』（
満

蒙
同
胞
援
護
会
編
、
一
九
六
七
）
に
詳
し
い
。
次
の
鞍
山
に
関

す
る
説
明
も
同
様
で
あ
る
。

（
６
）�

満
蒙
同
胞
援
護
会
編
、
注
（
５
）
前
掲
書
、
一
七
二
～
一
七
三

頁
、
二
三
七
～
二
三
九
頁
、
二
八
四
頁
、
参
照
。

（
７
）�
三
人
の
回
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
五
味
川
純
平
の
引
揚
げ
体

験
―
―
鞍
山
・
大
連
で
の
動
向
」（『
花
園
大
学
文
学
研
究
紀
要
』



三
四

第
五
四
号
、
二
〇
二
二
・
三
）
の
中
で
具
体
的
に
触
れ
て
い
る
。

（
８
）�

五
味
川
純
平
・
有
馬
稲
子
「
猫
と
鯛
談
」（『
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
』

一
九
五
八
・
九
）
三
八
頁

（
９
）�
満
蒙
同
胞
援
護
会
編
、
注
（
５
）
前
掲
書
、
参
照
。
そ
の
後
の

鞍
山
の
自
治
組
織
に
関
す
る
説
明
に
際
し
て
は
同
書
の
ほ
か
、

満
洲
製
鉄
鉄
友
会
編
、
注
（
３
）
前
掲
書
附
録
の
「
安
田
一
郎

氏
の
日
記
抜
粋
」
も
参
照
し
た
。

（
10
）�

こ
の
後
す
ぐ
に
注
目
す
る
中
共
軍
の
沖
島
へ
の
尋
問
場
面
で
、

沖
島
は
「
当
時
の
理
事
長
は
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
、
あ
な
た

方
が
何
処
か
へ
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
処
刑
し
て
し
ま
っ
た
と

す
れ
ば
、
死
人
に
口
な
し
で
す
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
11
）�

梶
の
「
特
殊
工
人
」
待
遇
改
善
策
が
抱
え
る
矛
盾
に
関
し
て
は
、

拙
稿
「
五
味
川
純
平
の
中
国
観
と
『
人
間
の
條
件
』
―
―
第
一

部
・
第
二
部
を
中
心
に
」（『
花
園
大
学
文
学
研
究
紀
要
』
第
五

三
号
、
二
〇
二
一
・
三
）
で
考
察
し
て
い
る
。

（
12
）�

横
井
幸
雄
「
文
芸
時
評
」（『
作
家
』
一
九
五
九
・
五
）、
曽
根

博
義
編
『
文
藝
時
評
体
系
　
昭
和
篇
Ⅲ
』
第
一
巻
（
ゆ
ま
に
書

房
、
二
〇
〇
九
）
二
〇
三
～
二
〇
四
頁

（
13
）�

篠
田
一
士
「
文
芸
時
評
（
上
）
文
学
の
外
延
の
正
と
負
　
総
体

感
の
な
い
長
編
「
歴
史
の
実
験
」（『
東
京
新
聞
』
一
九
五
九
・

三
・
二
七
夕
刊
）、
注
（
12
）
前
掲
『
文
藝
時
評
体
系
　
昭
和

篇
Ⅲ
』、
一
三
八
頁

（
14
）�

横
井
、
注
（
12
）
前
掲
論
、
谷
田
昌
平
「
文
芸
時
評
」（『
近
代

文
学
』
一
九
五
九
・
五
）
を
参
照
。

付
記
　�『
人
間
の
條
件
』
の
引
用
は
『
五
味
川
純
平
著
作
集
』
第
一
～

三
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
八
四
）、『
歴
史
の
実
験
』
の
引
用

は
同
著
作
集
第
六
巻
（
一
九
八
四
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
全

て
の
引
用
に
つ
い
て
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
本
稿
は
、
二
〇
二

一
年
度
稲
盛
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




